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☆会長の時間              会長 坂田 師通 君 

「愛は奇蹟を生む」という

言葉は、かなり以前より多く

の文学作品の中で語られてき

ました。しかし、私自身臨床

医として患者さん方に接する

時、愛が奇蹟を生んだ実感を

持つことは殆どないと思いま

す。癌の夫に一日でも安らか

に過ごしていただきたいとい

う献身的看護をしている婦人

の願い、難病のお子さんにいつか完全治癒があってほし

いという両親の悲痛な叫び、それらに我々医師は応えら

れず、只々、患者さんと御家族を癒すことも支えること

もできず、慰めることしかできない空しさを感じてしま

います。けれども、本当に心の美しいひとには、愛が奇

蹟を生むこともあるようです。今日は、石井十次先生と

マザーテレサの話をします。 

 高鍋の偉人であり「孤児の父」と呼ばれる私の尊敬す

る石井十次先生は、預かった孤児が40名ほどになった

頃、とうとう麦や米が尽きてしまいました。ご本人は、

だいぶ前から断食をされていたそうですが、子供達を伴

ってお寺の裏の墓場に行き、そこで熱い祈りをささげら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れました。祈りが終わった頃、そこにアメリカ・ミッシ

ョン・ボードから派遣されていた宣教師ジェイムズ・ペ

ティーの妻がアメリカの少年会から送ってきたといって

31円の寄付金を届けて下さいました。当時は米10キロ

が50銭くらいだったので、かなりの大金だったようで

す。大変不思議なことに、マザーテレサにも同じような

話があります。ある日、金曜日と土曜日の米がなくなっ

たそうです。周囲のシスター達は大変心配そうな顔をし

ていました。マザーテレサは、このような時必ず祈られ

ます。そうしたところ、金曜日の朝９時に、何千個のパ

ンを積んだトラックが到着いたしました。その日、どう

いうわけか、政府の意向で学校が休校になり、学校に配

られる予定のパンがすべて、マザーテレサ達のところに

届けられたのです。石井十次とマザーテレサのこの話

は、ある意味において「愛は奇蹟を生む」の具体例だと

思うのです。石井十次とマザーテレサの心の共通点を述

べさせてもらうと、マタイ伝の6章25節～26節に基づ

く信仰と自分達は「神の道具」であるという謙虚な気持

だったと思います。 

 マタイ伝の6章25節～26節には「この故に我なんじ

らに告ぐ、何を食らひ、何を飲まんと生命のことを思ひ

煩ひ、何を著んと體のことを思ひ煩ふな。生命は糧にま

さり、體は衣に勝るならずや。空の鳥を見よ、播かず、

刈らず、倉に収めず、然るに汝らの天の父は、これを養

ひたまふ。汝らは之よりも遥に優るる者ならずや。」と
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高鍋ロータリークラブテーマ 

『ロータリーの心を地域の人に届けよう』 

 

第2730地区ガバナー   川原 篤雄 

中部分区ガバナー補佐   安田 秀一 

RIテーマ 『インスピレーションになろう』 

地区テーマ『プラスワンの考動を』 

10月の月間テーマ 

  経済と地域社会の発展月間・米山月間   

７．ＢＯＸ披露 

８．委員会報告 

９. 外部卓話 

10．次週例会案内 

11．点  鐘  

12.  

 

  

 

   

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内  

＊外部卓話―橋田和実様 

＊プログラム委員会 

＊ポリオBOX 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

 

 

 

   

      

 

 

 

 

 

  

 

 

次週例会案内；10月25日（2042回） 

＊100万㌦ 

＊新会員卓話―横山隆君 

＊地区大会報告―川上君、三原君 

 

第2040日回 例会内容（10/11） 

 

 

 

 



書かれています。よって、「愛は奇蹟を生む」コツは純

粋に愛することと信じることだと思うのです。 

 もう一つ、愛が奇蹟を生んだ話をします。犬養道子の

「人間の大地」の中の話です。難民キャンプの中に衰弱

したひとりの子供がいました。その子は病気をいくつも

持っていて、国際赤十字団の医師団は打てるだけの手を

打った後、匙を投げたそうです。その子をピーターと呼

ばれるアメリカ人のボランティアの青年が二日二晩、用

に立つ間も惜しみ、全身を蚊に刺されても動かず、その

子を抱き続けました。三日目に反応が出て、その子がピ

ーターの眼を見て笑い、その子は物を食べ薬を飲みまし

た。犬養さんと一緒にその子を見に行ったセクション主

任は「愛は食に優る。愛は薬に優る」と言ったそうで

す。このような奇蹟も実際にあるのです。 

 10月になりました。読書の秋でもあります。時には

“愛”について考えてみるのも、いいかもしれません。 

 

☆幹事報告＜文書案内＞    幹事 橋口 清和 君 

＊ガバナー月信より原稿依頼 

公式訪問の感想(〆切11/30) 

＊児湯準看護学校戴帽式案内 

 日時 平成30年11月15日 

    14時～ 

 場所 児湯準看護学校 

＊日本ボーイスカウト宮崎連 

盟助成金へのお礼 

＊直前ガバナー事務所閉鎖の 

お知らせ 

  

☆月初めのセレモニー（10月） 

 誕生日おめでとうございます 

       長谷川君   井上君   図師君  

 
結婚記念日おめでとうございます 

       板垣君  山道君  松尾君 長濱君     

    

講演会の説明         次週例会案内 

実行委員長 井上君     副幹事 野添君 

    
親睦委員長 長谷川君     雑誌紹介 松尾君 

 

■ＢＯＸ披露      親睦活動委員 緒方 郁男 君  

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

【坂田師通君】先週は楽しい時間 

ありがとうございました。 

親睦委員会の皆様山道さん 

ありがとうございました。 

【茂木晃君】米山月間に因んで。 

【井上博功君】誕生日のお祝い 

ありがとうございます。 

10月1日に新工場に移転しました。野添設計にお世 

話になりました。ありがとうございました。 

【平山英俊君】この度、高齢者叙勲により瑞宝双光章を受 

賞しました。 

【図師義孝君】誕生日祝ありがとうございました。 

【松尾正博君】結婚記念日祝ありがとうございました。 

【長谷川修身君】観月会多数参加ありがとうございまし 

た。山道さんスタッフ一同に感謝します。 

誕生日祝いのお返しとして。 

【長濱博君】結婚記念祝いのお返し。 

皆様会員増強にご協力くださいませ。 

【板垣衛君】結婚記念祝いありがとうございます。 

山よりも谷の深さを思うことが多い中、良くも続い 

ていると感心しています。 

【横山隆君】台風24号災害においては倒木や土砂崩れ 

などにより長時間の停電が発生し、大変ご迷惑をお 

かけしました。 

 

■出席報告       出席副委員長 長野 孝吉 君   

 

出席報告（10/11）       

正 会 員 総 数 44名 

出 席 会 員 数  25名 

ホーム出席率 59.52％ 

修正出席率 76.19％ 

    

 

 

 


